
看護学生が ｢楽しい !? ｣ という

統計学の授業を､本にまとめました｡



｢看護学生のための統計入門 2017｣  の特徴

  看護学生が ｢楽しい !? ｣ という統計学の授業を、本に纏めました｡

  ルート (√) 付き電卓とグラフ用紙があれば、穴埋め式の問題を

解いていくことにより、無理なく進むことができます。

統計的な判定のイメージを全ての課題で図示しました。

パソコン実習では、佐藤真人先生のＪ-ＳＴＡＴを使用

させていただきました｡

<問題 3.3.2> 2011年フランスから興味深い報告が行なわれ
た。前立腺癌に罹患した388人と、罹患していない281人に、
20才時薄毛であったかどうか聞いてみると、罹患した人の中
では、37人であったのに対し、罹患しなかった人の中では、

14人であったという。下表を完成し、オッズ比を計算せよ。

２８１３８８計

２０才時普通

１４３７２０才時薄毛

計罹患せず前立腺癌

罹患

OR の算出

OR=ad／bc=____*_____／____*_____=＿＿＿

コメント：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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例題 5.3. の図示(43p)

(厳密にはｔ分布だが、正規分布でイメージを示す)

2.26

p=0.05

17.8 (diの平均)

(点推定)
０(ゼロ)

δの信頼区間
p=0.0345

43p
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第３章   χ２検定とオッズ比 

 ３.３. 相対危険度～オッズ比 

   
  右の新聞記事のように、｢20才で薄毛だと、

前立腺癌の危険度が、2倍｣などと報道される

ことがある。この「2倍」は、どのように算出

されるのだろう。 

  この概念が重要であることは、保健師国家

試験に毎年のように出題されることからも分

かる。 

 

 

   症例対照研究では、相対危険度、すなわち

オッズ比(ＯＲ(Odds Ratio))は、右の式で算出

される。 

  その結果から、｢事象のある人は、事象のな

い人に比べ、罹患する危険度が、OR 倍高いと

推察された｣ などと言う。 

    右の表は、疾患の有無(２分類)、事象の有

無(２分類)のクロス集計表であることから、 

｢２ｘ２表｣とも呼ばれる。 

 

 

   オッズ比 (OR)でも、95%信頼区間(CI：
confidence  interval)というものを計算でき

る。ここでも、標準誤差ＳＥを算出し、さら

に計算を進める形に整理すると、右下のよう

になる。 

 

   次ページからの例題､問題を見てゆこう。 

 
 
   さらには、χ2検定とオッズ比の95%信頼区

間の関係は、右下の表のように整理される。 

ＯＲ＝(ａ／ｃ)／(ｂ／ｄ)
＝ ａｄ／ｂｃ

ある疾患と、ある事象の間の
相対危険度(オッズ比：ＯＲ)を試算する。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━
症例 対照 合計

──────────────────
事象あり ａ ｂ ａ＋ｂ
事象なし ｃ ｄ ｃ＋ｄ
──────────────────
合計 ａ＋ｃ ｂ＋ｄ a+b+c+d

━━━━━━━━━━━━━━━━━━

オッズ比：ＯＲ

ＯＲ＝(ａ／ｃ)／(ｂ／ｄ)
＝ ａｄ／ｂｃ

９５％信頼区間：９５％ＣＩ

標準誤差 ＳＥ＝√(1/a+1/b+1/c+1/d)

OR／exp(1.96*SE)＜95%ＣＩ＜OR＊exp(1.96*SE)

exp：ｴｸｽﾎﾟｰﾈﾝｼｬﾙ、指数関数

χ2検定とオッズ比(OR)の
95%信頼区間(CI)との関係

１ を含まない１ を含む
ORの

95%CI

有意である有意でないχ2検定

＞３.８４＜３.８４χ2値

９５％信頼区間 

 

   推測の確からしさを表現する言葉として、｢確

実に｣(100%)、｢九分九厘｣(99%)、｢五分五分｣

(50%)などの表現があるが、統計学的判断を行な

う場合、95%を目安として用いることが多い。 

   例えば、オッズ比の信頼区間でいえば、｢確

実に｣(100%)といえる範囲は、ゼロ～無限大に

なってしまい、予測範囲の意味を持たない。逆

に、｢五分五分｣(50%)でといえば、予測範囲を狭

めることが出来るが、その範囲が妥当でない確

率が、余りに大きい。 

  以上のようなことなどから、医学統計学では、

95%信頼区間を用いることが多い。言葉として

は、｢まず間違いなく｣があたるであろうか。 
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第３章   χ２検定とオッズ比 

６７６６６１１５計

３３１３２８３
必要最低限

の農薬使用

３４５３３３１２
従来どうりに

農薬使用

計正常児出生時欠損

OR の算出
OR=ad／bc=____*____／____*____=_____

コメント：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＜問題 3.3.1＞
フィリピンのある地域で、従来どうりに農薬を使用する集落と、
努力して必要最低限の使用に減らした集落の出生時欠損の発生を
調査したら下表のようになったという。 オッズ比を算出せよ｡
(Crisostomo L et al(2002) Int J Ocuup Environ Health 8:232-42)

<問題 3.3.2> 2011年フランスから興味深い報告が行なわれ
た。前立腺癌に罹患した388人と、罹患していない281人に、
20才時薄毛であったかどうか聞いてみると、罹患した人の中
では、37人であったのに対し、罹患しなかった人の中では、
14人であったという。下表を完成し、オッズ比を計算せよ。

２８１３８８計

２０才時普通

１４３７２０才時薄毛

計罹患せず前立腺癌

罹患

OR の算出
OR=ad／bc=____*_____／____*_____=＿＿＿

コメント：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＜例題3.3＞(第90回保健師試験(2004) 問題61)

症例対照研究の結果を次の表に示す。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━

曝露あり 曝露なし 合計
──────────────────
症例 20        80       100
対照 10        90       100

──────────────────
合計 30       170       200

━━━━━━━━━━━━━━━━━━
相対危険はどれか。
１．1.3
２．1.4
３．2.0
４．2.3

OR = a*d／b*c
= 20*90／80*10
= 1800／800
= 2.25

ｺﾒﾝﾄ:曝露群は非曝露群の2.25倍の
危険度

(参考 1.00 < 95%CI < 5.09)



第７章 統計ソフト演習

－ 58 －

３．散布図(Ｘ－Ｙグラフ)の作成

グラフ ／ 散布図 ／

／ 回帰式 ／

／ y=a*x+b ／ OK

Ｘ:第1列 Ｘ:
Ｙ:第2列 Ｙ:
・・・
Ｙ=0.7333ｘ+1.433
相関係数 ｒ=0.9239
・・・

データ
操作 ⇒⇒

パソコン

統計ソフト

⇒⇒  結果

＜操作が適切かどうかの検証＞

例題､問題を、J-STATで計算してみて、
例題､問題の答えと照合してみる。

10

Ｙ＝0.733＊Ｘ＋1.43、ｒ = 0.924
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